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平成2６年度 横浜市平沼記念体育館事業計画書 

１ 基本方針 

基本方針 

スポーツ公益法人である私たちは、7 つの基本方針に基づき、平沼記念体育館の管理運営を行い

ます。地域団体等との協働を基調としたスポーツの振興、専門職員を活用した健康づくりも、創意

工夫を重ねながら、この管理運営を通して「生涯スポーツ社会」を実現します。 

 

ア 7 つの基本方針 

(ｱ) スポーツを楽しめる『新たな場と機会』を創出 

利用者を拡大し、スポーツ実施率の向上を図ります。 

 

(ｲ) スポーツ振興の輪を地域に拡大 

地域との連携を強化し、心豊かな社会の醸成に貢献していきます。 

 

(ｳ) 市民＝お客様目線でサービス向上の推進 

市民の要望に応えた公平性・公正性を確保した施設運営を行います。 

 

   (ｴ) 安全・安心・快適な環境づくりに邁進 

     ホスピタリティ溢れる応対と安全管理体制を堅持した施設運営を行います。 

 

   (ｵ) コンプライアンスの徹底 

     関係法令を遵守するとともに社会的要請に応えます。 

 

   (ｶ) 環境に配慮した施設管理 

     管理運営を通じて地球温暖化防止に協力します。 

 

   (ｷ) 収益は市民に還元 

     予算を超えた収益で、市民への還元となる事業等を実施します。 

 

 (2) 重点項目 

7 つの基本方針を踏まえた平成２６年度における重点項目は、次のとおりとします。 

□ 平沼亮三氏記念展示の広報強化による観覧者数の増加及び市民ギャラリーの利用促進 

□ ファシリティマネジメントによる修繕計画等の見直しを行う 

□ 三ツ沢公園等近隣施設や地域との連携事業の強化 

□ ホスピタリティ溢れる施設運営の徹底 

□ 会議室（ｽﾎﾟｰﾂｽﾀｼﾞｵ）における教室事業実施による市民の健康づくりに貢献 
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(3) 数値目標 

 

□延利用者数       【167,000 人】 

□利用料金収入      【6,568,000 円】 

□利用者一人当たりの経費 【241 円】 

□1 人あたりＣＯ2排出削減量【12ｇ】 
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２ 運営実施体制･職員配置について 

平沼記念体育館が「生涯スポーツ社会の実現」に寄与できるよう、私たちは体育協会の総合力を

活かして、安全かつ効率的な管理運営体制を構築します。 

 

(1) 平沼記念体育館の管理運営体制 

 

ア 館長の配置 

 最高総括責任者として経験 10 年以上

の者を館長として配置します。館長は、

おもてなしの心と介助技術を全職員に

推進するため、サービス介助士 2 級を保

有します。 

 

イ 施設利用管理責任者の配置 

 施設利用の案内・準備及び事業企画を

担当する施設利用管理責任者４名を配

置します。 

 

ウ 責任者の配置 

所長、施設利用管理責任者は、ロー

テーション勤務とし、開館時間中の責任

者として常時 1 名以上配置します。 

 

【職員配置計画】 

 

職務 人数 氏名 経歴・有する資格 

館長 1   
体育施設管理士、上級救命講習修了者、

サービス介助士 2級 

施設利用管理責任者・       

事業企画担当者 
1   

スポーツ教室の企画・立案の経験及び         

スポーツ施設の管理運営の経験有り 

施設利用管理責任者 2   スポーツ施設の管理運営の経験有り 

施設利用管理者 2   スポーツ施設の管理運営の経験有り 
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【勤務ローテーション表（例）】 

平日の勤務ローテーション例 （利用時間　9:00～23:00）
8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

館長

施設利用管理責任者・事
業企画担当者

施設利用管理責任者Ｂ

施設利用管理者Ｄ

施設利用管理責任者Ｃ

施設利用管理者Ｅ

日曜・祝日の勤務ローテーション例 （利用時間　9:00～21:00）
8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

館長

施設利用管理責任者・事
業企画担当者

施設利用管理責任者Ｂ

施設利用管理者Ｄ

施設利用管理責任者Ｃ

施設利用管理者Ｅ
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エ 業務委託について 

設備巡視や定期清掃など専門性を要する業務については、安全かつ確実に行うことが大切で

あることから、豊富な実績と高い能力を有する専門業者に作業を委託します。 

 

【業務委託予定一覧】 

業務内容 委託先
自家用電気工作物点検
消防設備点検
設備点検及び定期清掃
機械警備業務
自動ドア点検
現金集配金業務
入金機保守委託業務
利用統計システム保守業務
植栽管理

※委託先・・・入札等で決定し次第記載  

 

(2) 研修計画 

「スタッフは貴重な財産」という基本概念に基づき、多様な方策による職員の人材開発に積極的

に取り組みます。 

 

研修内容 回数
マネージメント研修（館長） 年1回
危機管理・リスクマネジメント研修 年1回
指導員研修 年1回
経理事務研修 年1回
施設管理・設備等技術研修 年1回
ビジネスマナー・接遇研修 年1回
公共サービス従事研修 年1回
個人情報保護研修 年1回
コンプライアンス研修 年1回
人権研修 年1回
法解釈研修（公共サービス基本法、地方自治法研修） 年1回
心肺蘇生法・ＡＥＤ操作研修 年4回  
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３ 施設の平等・公平な利用の確保について 

 

ユニバーサルデザインの 7 つの原則を踏まえたサービス提供、人権啓発推進者の配置、職員研修

や職場内 OJT を実施して、組織を挙げて施設利用者の平等性・公平性を確保します。 

 

(1) 施設の平等・公平な利用の確保に向けた体制 

ア 法解釈研修の実施 

利用許可や利用制限における平等性を確保するために地方自治法、公共サービス基本法、横

浜市スポーツ施設条例等法解釈研修を実施します。 

イ 人権研修の実施 

人権尊重の風土づくりに向けた豊かな人権感覚を育むため人権研修を実施します。 

ウ 条例解釈勉強会の実施 

優先利用の根拠となる横浜市市民活動推進条例解釈の勉強会を実施します。 

エ 接遇研修の実施 

職員のホスピタリティー溢れる接客のため、接遇研修を実施します。 

オ 人権啓発推進者の配置 

人権啓発推進者を設置し、人権感覚の普及・向上を日々徹底します。 

 

(2) ユニバーサルデザインを踏まえたサービスの提供 

□職員による元気でさわやかな挨拶とあたたかい笑顔でお客様のお迎えとお見送りをします。 

□受付に「筆談具」「老眼鏡」を用意します。また、「耳マーク」を掲示します。 

□案内サインは、見やすい文字やデザインを使用します。また、英語で表記することで、外国人

のお客様も利用しやすい施設を目指します。 

□視力の弱い方に配慮した字体や文字の大きさの配布物を作成します。 

□つまづき防止のため、階段の段差に床面と異なる色のペンキによる塗装もしくはテープを添

付します。 
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４ 施設の効用の最大限発揮について 

 

(1) 広報・利用促進計画 

施設特性と周辺環境を最大限に活用し、お客様に魅力溢れるスポーツ教室などを提供するととも

に、効果的な広報を行い、施設利用促進を図りながら、スポーツに親しむ機会を増やします。 

 

ア 広報計画 

教室や事業各々の募集開始時期や進捗状況等を踏まえながら、各種広報媒体を有効活用した

タイムリーな情報を発信し、戦略的・計画的な広報活動を展開します。 

 

媒体 名称 時期・回数・枚数
紙 広報よこはま 12回（毎月）
紙 自作チラシ 4回（4月、7月、10月、1月）
紙 広告掲載（タウンニュース） 1回（8月）
インターネット ホームページ 随時
インターネット ハマスポどっとコム 随時  

 

イ 利用促進策 

(ｱ) 利用機会の拡大 

□開館時間の拡大 

平日の月曜日から土曜日は 21 時から 23 時 00 分まで 2 時間の延長営業をします。 

 

□年末年始の開館 

年末年始期間のうち 12 月 29 日の一部の時間を開館します。 

 

□会議室（ｽﾎﾟｰﾂｽﾀｼﾞｵ）の活用 

平沼記念体育館 1 階にある会議室を、スポーツ教室や健康づくり教室等を行う場として

活用します。 

 

□高齢者向けの健康づくりに関する教室の実施 

生活習慣病予防向けの健康づくりに関する教室等を実施し、市民が元気で明るい生活が

送れるようサポートします。 

 

□記念棟の有効活用 

 平沼亮三氏の資料･記念品の一部を展示室から 1 階ロビーへの一部移設及び 2 階スペー

スのレイアウト変更により新たに設置した市民ギャラリーの認知度を向上させ、市内で市

民活動を行う個人・団体に展示スペースとしての利用の促進を図ります。 

 また、市民の方に広く平沼亮三氏を PR していくために、展示品の紹介などをするパン

フレットを作成します。 

 

□平沼亮三氏生誕イベントの実施 

平沼亮三氏が生まれた 2 月 25 日付近で生誕イベントを開催します。 
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□基本開館時間外枠を活用した事業の実施 

基本開館時間外で気軽にゲームを楽しめるフットサル教室を実施します。 

 

□指導者研修会場としての活用 

健康体力づくりインストラクター・スポーツリーダー・さわやかスポーツ講習会等地域

における人材養成事業研修会場として提供します。 

 

□公共屋内施設との連携 

 横浜文化体育館と連携して、平沼亮三氏に係る展示やイベント等を開催します。 

 

    □横浜フィルムコミッションへの協力 

     広々とした体育館と観客席を有した体育館を活用したドラマや CM 等でのスポーツ

シーン等で活用を HP 等で積極的に周知し、協力を行います。 

     

(ｲ) 利用促進サービス 

□レンタルロッカーの設置 

 ランニングステーションとしての活用を目的に更衣室内のロッカーを増設や、有料レン

タルロッカーの設置など、利用者へのサービス向上を図ります。 
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(2) スポーツ教室計画 

平成 23 年度に実施した市民スポーツ意識調査によると、公共スポーツ施設の事業の重点につい

て質問したところ、「初心者向けスポーツ教室やイベントの充実」と回答した割合は 40.3％と一番

高く、次いで「スポーツを通した健康づくりや介護予防講座の充実」の割合は 28.9％、「個人でも

チームスポーツを楽しめる当日参加型教室の充実」の割合は 20.2％と教室に対する要望は高いとい

えます。この結果を参考にして、26 年度のスポーツ教室を実施します。また、文化系教室につい

ても引き続き実施します。 
 

【教室事業一覧（週間スケジュール）】  ※空欄は団体利用 
曜日 室場

体育室

体育室

B帯 C帯 D帯 基本開館時間外

フットサルタイム

E帯 F帯

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

A帯

月

火

水

金

会議室

会議室

会議室

会議室

日

木

ヨーガ

会議室

土

会議室

会議室

体育室

生活習慣病予防体操

文化系教室（内容は未定）

フラダンス入門 骨盤リズム体操

昼のボディバランス

体育室

体育室

生活習慣病予防体操２

はつらつ健康づくり

体育室

体育室

夜のボディバランス

ピラティスⅠ ピラティス＆ｺｱﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

骨盤エクササイズヨーガ にこにこ親子体操

ピラティスⅡ

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

ヨーガはじめてピラティス ステップアップピラティス やさしいストレッチ

わくわく親子体操
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【教室事業一覧（事前受付教室）】 

№ 教室名 種別 対象 託児 曜日 区分 年間回数 期 募集人数
参加料/
回

備考

1 バドミントン 事前 16歳以上 月 A 30 3 55 900
市ﾚﾃﾞｨｰｽ
ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ
連盟協力

2 バドミントン 事前 16歳以上 火 A 28 3 55 900

3
わくわく
親子体操

事前
2、3歳児と
その保護者

木 A 30 3 35 450

4
はつらつ
健康づくり

事前 55歳以上 木 B 40 4 70 400

5
昼のボディ
バランス

事前 16歳以上 木 B 40 4 30 500

6
ヨーガ
火曜

事前 16歳以上 火 A 40 4 20 550 会議室実施

7
フラダンス
入門

事前 16歳以上 火 B 40 4 20 550 会議室実施

8
フラダンス
入門２

事前 16歳以上 火 C 40 4 20 550 会議室実施

9
夜のボディ
バランス

事前 16歳以上 火 F 40 4 15 500 会議室実施

10
はじめて
ピラティス

事前 16歳以上 水 A 40 4 18 550 会議室実施

11
ステップアッ
プピラティス

事前 16歳以上 水 A 40 4 18 550 会議室実施

12
やさしい　ス
トレッチ

事前 40歳以上 水 B 40 4 18 400 会議室実施

13
ヨーガ
水曜

事前 16歳以上 水 C 40 4 20 550 会議室実施

14
ヨーガ
木曜

事前 16歳以上 木 A 40 4 20 550 会議室実施

15
にこにこ
親子体操

事前
1歳6ヶ月～
2歳未満児と
その保護者

木 B 30 3 16 500 会議室実施

16
骨盤エクサ
サイズ

事前
16歳以上女
性のみ

木 B 40 4 50 450 会議室実施

17 ピラティスⅠ 事前 16歳以上 金 C 40 4 18 550 会議室実施

18
ピラティス＆
ｺｱﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

事前 16歳以上 金 C 40 4 18 550 会議室実施

19 ピラティスⅡ 事前 16歳以上 金 D 40 4 18 550 会議室実施

20
生活習慣病
予防体操

事前 40歳以上 土 A 40 4 20 450 会議室実施

21
生活習慣病
予防体操２

事前 40歳以上 土 B 40 4 20 450 会議室実施

22
フットサルタ
イム

当日 18歳以上 木 深夜 48 40 500

23
文化系
教室

イベント 16歳以上 金 B 3 20 500 会議室実施
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 (3) 利用者に対しての支援策 

貸切で利用されるお客様の潜在的な要望を的確に汲み取り、適切な対応を素早く行うととも

に、より楽しく、より安全に利用していただけるよう、お客様目線の快適で柔軟な施設運営を

実現します。 

ア スポーツ相談の実施 

スポーツ相談コーナーを設置し、団体・サークルの活動を、より楽しくより安全に活動して

いただくために、運動の方法、指導者紹介、サークルの設立などのアドバイスを行います。 

 

イ サークル情報コーナーの充実 

ロビーにある情報コーナーの拡充を図り、サークルメンバー募集や、試合のマッチメイクを

行える環境を整備するなど、サークル同士の交流が図れるようにし、施設の利用促進につなげ

ます。 

 

ウ 混雑予想の掲出 

駐車場の混雑予想をホームページにて情報発信します。 

 

エ SNS の構築 

SNS を活用し、利用者ニーズに合わせた新鮮な情報を発信します。 

 

オ 空き情報の提供 

館内掲示、ホームページ、携帯サイトで、随時各体育室の空き情報を提供します。 

 

カ 他施設利用料金支払いへの対応 

複数の施設を利用されている団体などに対して、当体育協会が管理するスポーツセンター等

での利用料金の一括精算を引き続き行います。 

 

キ 設営支援 

利用に際し、必要となる器具や用具は、安全管理のため、職員が器具庫から体育室フロアま

で搬出します。 

設置方法がわからないときや大型器具の移動が困難との申し出があった場合は、職員がサ

ポートします。 

 

ク クレジット支払い 

スポーツ教室参加料について、インターネットでの決済が可能となるようにします。 
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(4) 自主事業計画 

 

ア 飲食事業 

屋内に飲料水 2 台、アイス 1 台、軽食 1 台、

屋外に飲料水 2 台の自動販売機を引き続き設置

します。 

自動販売機は、電子マネー端末併設、バリア

フリー対応機、災害用ベンダー機を導入します。 

 

 

 

 

 

イ 物販・レンタル事業 

用具を持たずに手ぶらで気軽に平沼記念体育館で運動ができるように、シューズ・ボール・

ビブスなどのスポーツ用具の貸し出しを行います。 

タオル・フットサル用すねあて等のスポーツシーンに不可欠な各種消耗品などを販売します。 

 

【レンタル物品】              【販売物品】 

金額
（円/個）

バレーボール 4号、5号 100
バスケットボール 6号、7号 100
フットサルボール 100
シューズ 22cm～29ｃｍ 200
ビブス 6枚/1セット 100
ストップウォッチ 100
短パン 100
ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙCDｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ 200
テレビ・ＤＶＤデッキ (会議室) 200
プロジェクター・スクリーン (会議室) 300
コピー 片面 10

レンタル物品

 

 

ウ 年末年始の開館 

年末年始期間のうち 12 月 29 日の一部の時間を開館します。 

 

エ 会議室（ｽﾎﾟｰﾂｽﾀｼﾞｵ）の運営 

   貸出と教室実施（P11 参照） 

 

 

 

 

飲料・屋外

飲料
軽食

氷菓子

販売価格
（円）

フットサル用脛あて 1,000
ソックス 300
スポーツタオル 350
ソフトギムニクボール 900

販売物品
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５ 施設管理について 

 

(1) 施設の点検計画 

 

ア 日常点検 

日常点検チェックシートに基づいて、点検項目と回数、ルートなどを定め、職員が 2 時間お

き（一日 7 回）に目視・触診等により行い、異常箇所や不具合箇所、遺失物の早期発見に努め

ます。 

 

  【日常点検計画】 

 
実施箇所 点検内容 

 

トイレ 

照明に不点灯箇所はないか。 

 
洗面台・鏡に汚れ破損はないか。 

 
便器に汚れ破損は無いか。水洗に問題ないか。 

 
排水口に汚れはないか。 

 
トイレットペーパー、石鹸等の消耗品の補充は十分か。 

 
臭いその他問題点はないか。 

 

更衣室 

照明に不点灯箇所はないか。 

 
ロッカーに忘れ物は無いか。また、埃、汚れ、破損はないか。 

 
床に汚れはないか。 

 
下足いれに汚れ等はないか。 

 
洗面台・鏡に汚れ破損はないか。 

 
その他問題はないか。 

 

シャワー室 

照明に不点灯箇所はないか。 

 
壁面・床に汚れ、破損はないか。 

 
排水口に汚れはないか。 

 
すのこは汚れていないか。 

 
カーテンに汚れ、カビ等はないか。 

 
その他問題はないか。 

 

体育室、観覧席 

天井、壁面に破損等はないか。 

 
ごみ、汚れはないか。（特に観覧席にごみ等はないか。） 

 
照明に不点灯箇所はないか。 

 
その他問題はないか。 

 
展示室・展望室 汚れ、破損はないか。 

 
会議室（ｽﾎﾟｰﾂｽﾀｼﾞｵ） 汚れ、破損はないか。 
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イ 定期点検 

当該機器の製造元やその製造元から点検業務資格又はこれに類する許可や引継ぎを受けて

いる業者の中から、契約規程に基づき点検業務委託を行うことを原則とします。 

定期点検の結果、不具合箇所が発見された場合は、市民局スポーツ振興課及び体育協会施設 

経営課に至急報告します。 

 

【定期点検計画】 

点検 点検 結果報告

種類 実施者 ・処置等

自家用電気工作物点検 委託業者 受電設備、分電盤等の点検 ６回／年

消防設備点検 委託業者
屋内・外消火栓設備、自動火災報知設備、非常警報設備、非

常用放送設備、避難器具、誘導灯、他
２回／年 神奈川消防署へ届出

設備巡視点検 委託業者

電気設備（制御盤・中央監視装置・照明制御盤）、衛生設備

（受水槽・雑排水槽・ポンプ・ろ過装置・衛生器具）、熱源機器

（冷温水、温水発生機・ヒートポンプ・冷却塔）、空調機器（空

気調和機）、機械設備（自動ドア等）、建物躯体（外壁・屋上・

窓・給排気口）等の目視・聴音等による点検及び異音・振動・

計器等の確認

１２回／年
●不具合内容について局に

報告

ボイラー点検 委託業者 バーナー等の各種機器の詳細点検、作動点検 ２回／年

冷温水発生機点検 委託業者 バーナー等の各種機器の詳細点検、作動点検 ４回／年

●体育協会事務局からの助

言により修繕実施に向けて

の調整

自動ドア保守点検 委託業者 エンジン装置等の点検調整 ３回／年

水質検査（１０項目） 委託業者
平沼記念体育館は特定建築物ではないが、ビル管理法に則っ

た基準で自主的に検査を実施
１回／年

水質検査（２６項目） 委託業者
平沼記念体育館は特定建築物ではないが、ビル管理法に則っ

た基準で自主的に検査を実施
１回／年

トレーニング機器 委託業者 トレーニング機器の動作確認、調整 １回／年

バスケットボール用

ゴール点検

自

主

的

点

検

点検項目 点検対象・実施内容 点検回数

法

定

点

検

委託業者
リング、バックボード、接合部、吊り上げワイヤーなどの点検、調

整
１回／年

 

 

  

(2) 修繕計画 

 平成 26 年度実施する修繕計画は次のとおりです。 

  

【修繕計画】 

項目 予定時期

体育室内照明装置補修 ４月～７月
ロビー天井下地補修及びクロス張替え ８月～９月
エントランス天井部・壁紙張替え ８月～９月
体育室フロア防球ネット補修 ９月～１１月
その他小破修繕 ４月～翌３月  
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(3) 清掃計画 

予防清掃により汚損の発生頻度を少なくし、管理コストの縮減と快適性の保持が実現される施設

づくりに繋げます。 

 

【日常清掃計画】                      

清掃箇所 内容 頻度

衛生設備 ■タイル壁面や便器の洗浄・殺菌・消毒 1日3回以上

（シャワー室やトイレ等） ■床面排水口トラップ・マット・カーテン・送風機・扇風機など補充・洗浄 （洗面台は1日6回）

1日原則7回以上

（巡回点検時）

■ドライモップ掛け 適宜

（体育室利用のお客様には、原則として利用後のモップ掛けを依頼しますが必要に応じて職

員が一緒に行います。）

（モップ清掃は1日原則7

回）

■防塵・ゴミの処分

■パンフレットラックの整理

飲食用自動販売機とその周辺 ■空容器の散乱除去、こぼしの水拭き等 1日1回以上

窓や鏡 ■窓面や鏡面拭き 適宜

バックヤード（倉庫、機械室など） ■ほうきがけ等 1日1回以上

事務室内 ■清掃・整理 適宜

出入口マット ■防塵マットまたは雨天マットの常設 1日1回以上

＊日常点検時等に、汚れが発見された場合は適宜清掃を実施します。

1日1回以上

更衣室 ■床、ロッカーの上や中、シャワー室内にあるラック等で放置されるゴミの収集

体育室、会議室フローリング

ロビーや廊下など

 

 

 

 

【定期清掃計画】 

清掃箇所 実施内容 実施回数

床（通常） 除塵、ポリッシャー掛け、ワックス塗布 12

床（通常・展望室） 保護剤塗布後にワックス塗装 4

床（はく離） ワックス剥離、保護剤塗布、ワックス塗布 1

体育室フローリング ヒールマーク等の汚れ 2

ガラス・鏡 洗剤による汚れ落とし、水切り、拭き取り 4

換気扇・ガラリ清掃 埃除去 1

シャワー室壁面 洗剤による汚れ落とし、水切り、拭き取り 12

空調フィルター 水洗もしくは掃除機による埃落とし 12

害虫駆除 水周り中心 2

排水槽清掃 汚泥、落ち葉の除去 1

側溝、枡清掃 汚泥、落ち葉の除去 2

網戸清掃 埃等除去 2

管理棟屋上 落ち葉等除去 3

受変電設備 受電室・キュービクル内除塵、拭き掃除 1
 

※実施回数は、年間に実施する回数 
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(4) 備品管理 

「第 2 期指定管理業務の基準」及び「横浜市平沼記念体育館の管理運営に関する基本協定書」に

基づき、適正な清掃・修繕・調達を行い良好な状態保ち管理します。 

管理に際しては、横浜市が所有する備品（Ⅰ種）と自己の費用により購入又は調達した備品（Ⅱ

種）を区別して帳票に記載し管理します。 

 

(5) 外構管理計画 

外構の点検は、職員の巡回により一日 2 回以上実施し、状態を確認します。 

点検の結果、不具合や危険箇所を発見した場合は、フェンスなどの設置により「触れない」「近

寄らない」などといった安全確保を行います。 

 

【外構管理計画】 

留意事項 実施要領 

職員による植栽点検の実施 育成状況や害虫の有無などの異常が無いかの点検 

建物外観の点検 破損箇所等の有無の点検。 

建物以外の設備の点検 マンホール、点字ブロック等の破損箇所等の有無の点検。 

ゴミ拾い、落ち葉清掃等 敷地周囲のゴミ拾い及びごみ・落ち葉が散乱している場合には清掃 

雨水溝の点検 泥土やごみのつまりが無いか点検 

※外構点検時に問題が生じた場合には、速やかに対応 

 

 

 

(6) 植栽管理計画 

日常的な植栽点検や建物周囲の落ち葉清掃は、外構点検に併せて行います。 

樹木の剪定作業等については、高所作業や、専用薬剤の散布、施肥のタイミング等、高度な専門的

技術を伴う施工が必要となるため、樹木管理を専門とする業者に当該作業を委託します。 

 

【植栽管理計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 ７月 ８月 １２月 １月 ２月

3 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

1 ○

1 ○

3 ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○

1 ○

2 ○ ○

回数
施工予定時期

備考

高木剪定

実施事項

人力除草

人力草刈

高木薬剤散布

高木施肥

清掃

中低木剪定

中低木刈り込み

中低木薬剤散布
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(7) 環境保全計画 

環境保全行動を推進し温室効果ガスを削減します。 

 

【環境保全計画】 

  □ 平沼記念体育館主催事業におけるグリーン電力の使用 

  □「横浜市グリーン購入の推進に関する基本方針」等に基づくグリーン購入の実施 

  □「はまっ子どうし」の販売を通じた水源保全活動の支援 

 

 

【CO2削減計画】 

  利用者一人当たりの CO2削減量 12ｇ 
 

(8) 委託業者への対応 

 委託業者への適切な指導及び研修を行い、適切な執行を行います。 
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６ 安全管理について 

 

(1) 危機管理体制 

緊急時において迅速かつ効果的な対応を行うため、危機管理体制を確立します。 

また、施設における緊急連絡体制とともに体育協会全体の危機管理組織体制を確立し行動します。 

 

【緊急時の連絡体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【危機管理体制】 

 

 

(2) 日常安全管理 

日常点検計画に基づき、施設巡回点検を実施します。（15 ページ掲載） 

また、消防計画に基づき自衛消防隊による消防訓練を年 2 回実施します。 

□消火訓練 1 回 

□避難誘導通報訓練 1 回 

施設利用管理責任者・

事業企画担当者 市民局 

施設利用管理責任者 

横浜市平沼記念体育館緊急連絡網体系図 

館 長 横浜市体育協会事務局  
（本部）  

夜間等不在時緊急連絡体制 

 火災報知器 
 パッシブセンサー 

警備会社 
施設利用管理責任者 

施設利用管理責任者 
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(3) 緊急・救急体制及び通常時の体制 

 

ア 急病人及び負傷者への対応 

急病人や負傷者が発生した場合は、即時に現場に急行し初期対応を実施します。 

また、重篤と判断した場合はレシーバーを用いて他の職員に救急車の要請を指示するととも

に、必要に応じて近くの方に AED を持ってくる旨を指示します。 

救急隊が到着するまでは、一次救命措置を行います。 

 

イ 軽症者への対応 

軽症者がいる場合は、事故現場近くの安全な場所または平沼記念体育館内の救護室内で応急

処置を行った後、近隣病院などを紹介します。 

 

ウ 有資格者の配置と訓練 

 常勤職員は、横浜市消防長認定の上級救命講習修了証の資格取得者を配置し、平沼記念体育

館に従事する全職員を対象に心配蘇生法・ＡＥＤ操作研修を年 4 回実施します。 

 

(4) 災害発生時の体制と迅速な対応 

 

ア 災害時の対応指針 

「災害対応マニュアル」及び「災害時等における施設利用の協力に関する協定」に基づき行動

します。 

 

イ 自衛消防隊の組織 

災害時の万全な対応を可能とするために、平沼記念体育館の消防計画を策定し、自衛消防

隊を組織します。 

災害発生時は、自衛消防隊の各役割のもと、お客様の安全確保を第一に避難誘導や応急救

護等の行動を迅速かつ的確に行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難誘導班 教室講師

警戒宣言
発令時

対応者

自衛消防隊長 館長

通報連絡係 館長 初期消火班 職員A 応急救護班 職員Ｂ

平常時
•非常ベルを鳴らす

•１１９番通報を実施する

•関係者へ連絡する

•消防隊に情報提供を行う

•消火器等で初期消火を行う

•天井まで燃え移ったら、初期

消火を中止して避難する

•避難口を開放し、避難経路

図に従い避難誘導を行う

•大きな声でパニック防止に努

める

•負傷者に対する応急処置を

行う

•救急隊との連携、情報提供

を行う

•負傷者の氏名を記録する

○情報収集係とする

•テレビ、ラジオ等で情報を収

集する

•自衛消防隊長の指示で必

要な情報を収集し伝達する

○点検係とする

•施設内の点検を行い、転

倒、落下防止措置を行う

•危険箇所の補強等を行う

○平常時と同じ

•警戒宣言発令と同時に、出

入り口等の配置につく

•避難誘導を行う

•大きな声でパニック防止に

努める

○応急処置係とする

•危険箇所の補強等を行う

•避難通路を確保する
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(5) 休館日・夜間（閉館後）警備体制 

休館日・夜間の施設内外の警備は、不審事項が発見された場合に的確に対応できるように、専門

性と効率化を考慮し警備業者に機械警備及び巡回警備を委託します。 

常時セットしておく機械警備での警戒に加え、夜間に 1 回の巡回を実施し、直接現場確認をする

ようにします。 

巡回警備時には施錠の確認のほか、人の潜伏や火種がないかを特に注意します。 

 

(6) 補償体制 

 建物や建築物などの設備構造上の欠陥あるいは管理上の不備等に起因して、お客様に身体的傷害

や財物損壊を与えた場合に備え、身体障害賠償責任保険及び財物損壊賠償責任保険に加入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保険種類 賠償上限額
身体障害賠償責任保険 1事故につき3億円

財物損壊賠償責任保険 1事故につき1億円

■加入する施設賠償責
任保険の内容
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７ 地域との協力について 

 

(1) 地域におけるスポーツ振興計画 

私たちは、生涯スポーツ社会の実現に向け、市や区役所と連携しながら地域団体と協働して事業

展開します。 

 

ア ヨコハマさわやかスポーツの普及に協力 

神奈川区さわやかスポーツ普及委員会と連携して誰でも気軽に楽しめるさわやかスポーツ

の普及事業に協力します。 

 

イ 「総合型地域スポーツクラブ」の育成支援 

神奈川区内設立済み総合型地域スポーツクラブ 5 クラブと、神奈川区のスポーツ・文化振興

を積極的に盛り上げていきます。 

また、市民ギャラリーを活用したクラブ紹介コーナーを設置し、各クラブの PR 活動の支援

を行います。 

 

(2) 地域貢献に対する取組 

ア 横浜市レディースバドミントン連盟との協力によるスポーツ教室の実施 

横浜市婦人スポーツ団体連絡協議会を構成する横浜市レディースバドミントン連盟の協

力により、バドミントン教室を開催します。 

 

イ 近隣住民への救急法講習会の実施 

近隣の自治会を通して、近隣住民を対象とした救急法講習会を実施します。 

 

ウ 近隣のスポーツセンター及び野外活動センター等との協働事業の実施 

神奈川スポーツセンターと協働で、市民が気軽に参加できるウォーキング事業を実施し、

市民の健康増進を図ります。 

また、横浜市三ツ沢公園青少年野外活動センターと協働で市民イベントを実施します。 

 

エ 三ツ沢公園のランニングステーション 

横浜マラソンのフルマラソン化が決定し、ランニング需要が高まることが予測されます。 

三ツ沢公園にはトリムコースもあり、ジョギングやウォーキング等を実施する多くの市民

を対象に、平沼記念体育館に新たにランニングステーションを設け、ランニングの情報発

信地として、ランナー同志のコミュニケーションの場の提供を行います。 

 

オ 地域団体との協働事業 

体育館や野外活動の場を活用し、種目別協会・各区体育協会・自治会町内会・食生活等改

善推進委員会等と協働事業を行い地域ニーズに即した事業を推進していきます。 

 

カ 派遣指導 

    近隣の地区センターや地域ケアプラザ、学校、三ツ沢公園内施設等へ積極的に出向き、運

動指導や健康相談・講座等を行っていきます。 



 24 

  キ 地域イベントとの協力 

    北軽井沢自治会との協力を行っている秋祭り（仮称）への協力を強化し、施設を活用した

イベントの開催を促します。   

   

ク 障害者団体との連携 

    障害者団体と連携を図り、大会・イベント等で館内ロビーにおける作業所の製品販売に協

力するなど、事業活動を支援します。 

 

  ケ 教育機関との連携 

高校・大学と連携して、生徒・学生の将来の職業選択や自らの専攻を活かすための、イン

ターンシップを受入れます。また、社会科見学について地元小学校へ働きかけます。 
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８ モニタリング計画について 

PDCA マネジメントサイクルに則り、計画から実践、評価、そして改善というプロセスを経て、

さらに次の計画に反映させることにより、業務水準の向上に繋げます。 

 

項   目 内  容 時期・頻度 

ご意見箱の設置 利用者の意見や要望の把握及び対応 随時 

利用者アンケートの実施 管理運営に関する満足度調査及び対応 年 4 回 

ご意見ダイヤルへの対応 意見要望に対する迅速な対応 随時 

ホームページによるご意見お問合

せの対応 
意見要望に対する迅速な対応 随時 

事業評価会の実施 
施設と体協本部による管理運営状況の

確認 
年 4 回 

利用者会議の開催 
団体利用の代表者等で構成する利用者

会議を開催 
年 1 回 

外部モニタリング 
日本体育施設協会の指定管理者基礎

評価等 
随時 
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９ 管理運営経費について 

 

(1) 収入計画 

ア 施設運営収入 

(ｱ) 利用料金収入 

平沼記念体育館の過去の利用実績統計を参考に、利用区分別に利用コマ数を求め、稼働

率と減免利用の割合を想定して算出しています。 

(ｲ) スポーツ教室事業収入（基本開館時間内） 

スポーツ教室は、設定可能なコマ数の範囲で効率的に組み、参加料の収入を見込みます。 

(ｳ) 広告業務収入 

平沼記念体育館で発行する印刷物及びホームページのバナー広告掲載を民間業者へ働

きかけて広告収入を獲得します。 

 

イ 自主事業収入 

(ｱ) スポーツ教室等事業収入（時間外） 

基本開館時間外のフットサル教室の参加料収入を見込みます。 

(ｲ) 物販事業収入（自動販売機） 

建物内の自動販売機の収入は、過去の実績に利用者増分を見込んで計上します。建物外

については、過去の実績を参考に計上します。 

(ｳ) 物販事業収入（物品販売、レンタル） 

レンタルは、過去の実績を参考に追加するレンタルを加え算出します。物品販売は、販

売予定のタオル、ソックス、フットサル用すねあての販売額を見込みます。 

(ｴ) 利用料金収入（時間外） 

夜間の時間延長は、過去の平沼記念体育館の実績を基礎資料とし、[利用可能コマ数]×[団

体利用稼働率]×[利用単価]×で算出しました。年末の開館日延長は、9 時～17 時に開館する

こととして、算出しています。 

(ｵ) 会議室（ｽﾎﾟｰﾂｽﾀｼﾞｵ）の収入 

会議室（ｽﾎﾟｰﾂｽﾀｼﾞｵ）の貸出及び教室の実施による収入を見込みます。 

    

 

 (2) 支出計画 

ア 維持管理運営支出 

□ 人件費・賃金・・・・・・・・館長及び担当職員の給与等 

□ 修繕費・・・・・・・・・・・小破修繕 

□ 設備管理費・・・・・・・・・定期巡視点検、定期清掃等 

□ 保安警備費・・・・・・・・・機械警備･夜間等巡回警備委託 

□ 備品購入費・・・・・・・・・経年劣化のための備品の更新 

□ 消耗品費・・・・・・・・・・トイレットペーパー等衛生用品、事務用品 

□ 外構植栽管理費・・・・・・・樹木剪定等委託 

□ 廃棄物処理費・・・・・・・・廃棄物品の処理 

□ 広報費・・・・・・・・・・・広報計画のとおり 
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□ 印刷製本費・・・・・・・・・チラシ等印刷 

□ 光熱水費・・・・・・・・・・電気・水道・ガス 

□ 燃料費・・・・・・・・・・・自家用電気工作物燃料等 

□ 保険料・・・・・・・・・・・施設賠償責任保険、スポーツ傷害保険 

□ 使用料及び賃借料・・・・・・スポーツ教室施設使用料等 

□ 公租公課費・・・・・・・・・事業所税、印紙代 

□ 謝金（報償費） ・・・・・・教室指導者謝金 

□ 委託料・・・・・・・・・・・集配金業務等 

□ 旅費・・・・・・・・・・・・職員交通費 

□ 通信運搬費・・・・・・・・・電話代等 

□ 支払手数料・・・・・・・・・振込手数料等 

□ その他・・・・・・・・・・・打合せ食糧費 

□ 間接事務費・・・・・・・・・本部経費 

 

イ 自主事業支出 

(ｱ) スポーツ教室等事業支出（時間外） 

基本開館時間外のフットサル教室の外部指導者の謝金・施設使用料・スポーツレクリエー

ション傷害保険料、消耗品購入費を計上します。 

(ｲ) 物販事業支出（自動販売機） 

自動販売機設置にかかわる経費として、設置予定台数に応じた行政財産目的外使用料と、

使用する電気代を計上します。 

(ｳ) 物販事業支出（体育用具等販売、レンタル） 

販売・レンタル物品は、販売・貸出し予定数に見合った仕入れ経費を計上します。 

(ｴ) 施設管理支出（時間外） 

基本時間外の光熱水費等を計上します。 

  (ｵ) 会議室（ｽﾎﾟｰﾂｽﾀｼﾞｵ）の支出 

    実施する教室の講師謝金や消耗品購入、光熱水費等の経費を計上します。 

 



平成２６年度　横浜市平沼記念体育館 様式２

(１)収入 （千円、税込）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

26,600 26,284 26,433 27,402

6,568 6,568 6,568 6,568

4,530 2,714 2,040 3,004

36 36 36 36

37,734 35,602 35,077 37,010

6,894 7,270 7,689 9,381

スポーツ教室等事業（時間外） 599 674 384 479

飲食事業 2,124 2,124 2,125 2,124

レンタル・物販事業 95 95 95 93

利用料金収入（時間外） 785 1,019 1,019 1,018

その他 3,291 3,358 4,066 5,667

44,628 42,872 42,766 46,391

(2) 支出 （千円、税込）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

41,361 38,711 38,004 40,402

人件費 13,015 13,015 13,893 13,893

修繕費 3,150 3,150 3,150 3,240

設備管理費・保安警備費 4,993 4,888 4,192 3,772

備品購入費・消耗品費 2,333 2,121 1,420 1,533

外構・植栽管理費・廃棄物処理費 1,082 1,182 1,183 1,217

広報費・印刷製本費 2,055 2,513 2,514 2,586

光熱水費・燃料費 5,895 5,895 5,898 6,067

保険料 254 196 196 233

使用料・賃借料 843 881 867 951

委託料・謝金 2,576 1,918 1,721 2,489

公租公課 1,966 52 52 52

その他 3,199 2,900 2,918 4,369

3,267 4,161 4,762 5,989

スポーツ教室等事業（時間外） 467 580 555 642

飲食事業 422 420 214 220

レンタル・物販事業 23 23 38 39

その他 2,355 3,138 3,955 5,088

44,628 42,872 42,766 46,391

収支予算書

１　総括表

項　　　　目

①指定管理料

②利用料金収入

③スポーツ教室等事業収入

④広告業務収入

小計（①＋②＋③＋④＋⑤）　　 （Ａ）

⑥自主事業による収入　　　 　　（Ｂ）

項
　
目

合計（Ａ）＋（Ｂ）

項　　　　目

①維持管理運営費用　　   　　（Ｃ）

項
　
目

②自主事業による経費　　　　　（Ｄ）

項
　
目

合計（Ｃ）＋（Ｄ）

※現年度及び過年度予算を比較できるように、記載してください。
　（例：23年度は23年度のみ、24年度は23年度及び24年度、25年度は23～25年度予算を記載。）



平成２６年度　横浜市平沼記念体育館 様式３

内　　　　　　　　　訳
合計金額

（千円、税込）

37,010

27,402

6,568

体育室（団体） 付帯設備利用料金を含む 6,568

スポーツ教室参加料収入 3,004

広告業務収入 36

0

※　必要に応じて小区分を設定しても構いません。

合計（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）

収支予算書

①指定管理料

⑤その他

③スポーツ教室等事業収入

④広告業務収入

②利用料金収入

項
　
　
　
　
目

２　指定管理・収入の部



平成２６年度　横浜市平沼記念体育館 様式４

積　算　内　訳
合計金額

（千円、税込）

40,402

人件費
館長(8,228千円)、職員給与(3,750千円)、アルバイト賃
金等(1,915千円)

13,893

修繕費 小破修繕 3,240

設備管理費
総合管理業務(2,130千円)、消防設備(182千円)、自動ド
ア(45千円)、運動器具点検(259千円)、自家用電気設備
(213千円)

2,829

保安警備費 警備業務委託 943

備品購入費 事務備品、体育用具 399

消耗品費 事務用品等(725千円)、スポーツ教室用(409千円) 1,134

外構・植栽管理費 樹木管理委託 1,080

廃棄物処理費 廃棄物処理費 137

広報費 施設ＰＲ、折込依頼 1,679

印刷製本費 チラシ作成 907

光熱水費 電気代(5049千円)　水道代(743千円)　ガス代(273千円) 6,065

燃料費 自家発電装置補給用等 2

保険料
スポーツ教室安全保険(154千円)、施設賠償保険(79千
円)

233

使用料・賃借料
スポーツ教室施設利用料(513千円)、コピー・ＦＡＸ機
（94千円）、その他【NHK、AEDレンタル】（344千円）

951

委託料
集配金業務・保守(569千円)、システム構築・保守(313
千円)、外部評価(216千円)、定期点検料他（111千円）

1,209

謝金 スポーツ教室指導謝金 1,280

公租公課費 事業所税従業員割（36千円）、印紙代（16千円） 52

間接事務費
バックアップ体制をとる体育協会本部の管理経費とし
て、(総事業費支出－委託料－人件費)×10%

2,253

旅費 事務局等への交通費等 55

通信運搬費 電話料・インターネット通信料・切手代等 320

支払手数料 集配手数料他・振込手数料等 208

会費及び負担金その他 レスミルズプログラムロイヤリティ費ほか 388

租税公課費
売上に係かる仮受消費税等と仕入に係かる
仮払消費税等の差額分

1,145

収支予算書

※１　次の例を参考に記載してください。
　　人件費・・・報酬、賃金、手当、社会保険料、福利厚生費など
※２　必要に応じて小区分を設定しても構いません。

３　指定管理・支出の部

項
　
　
　
　
目

① 維持管理運営費用



平成２６年度　横浜市平沼記念体育館 様式５

内　　　　　　　　　訳
合計金額

（千円、税込）

9,381

スポーツ教室等事業（時間
外）

時間外スポーツ教室参加料収入(フットサルタイム) 479

飲食事業（自動販売機）
自動販売機収入

2,124

物販事業（レンタル） 体育用具等レンタル収入 81

物販事業（物品販売） 体育用具等物品販売収入 12

利用料金収入（時間外） 貸館収入 1,018

スポーツスタジオ事業
貸出収入638千円（H25見込1.2％増）
教室収入5029千円

5,667

※　必要に応じて小区分を設定しても構いません。

収支予算書

項
　
　
　
　
目

４　自主事業・収入の部

⑤ 自主事業による収入



平成２６年度　横浜市平沼記念体育館 様式６

内　　　　　　　　　訳
合計金額

（千円、税込）

5,989

スポーツ教室等事業（時間
外）

報償費(240千円)、室料(192千円）
保険料(210千円)

642

飲食事業（自動販売機）
自動販売機　電気代(176千円)、目的外使用料（44千
円）

220

物販事業（レンタル） 物品購入費 28

物販事業（物品販売） 物品購入費 11

利用料金支出（時間外） 光熱水費 822

スポーツスタジオ事業
教室講師謝金（3225千円）、室料（518千円）
保険料（270千円）
消耗品・備品等その他費用（216千円）

4,229

その他 支払手数料 37

※　必要に応じて小区分を設定しても構いません。

項
　
　
　
　
目

収支予算書

５　自主事業・支出の部

② 自主事業による経費


